
【下記項目について提出前に確認を行い、右側のチェック欄に「レ」をチェックしてください】

備考欄（川崎市使用欄）

１１ 申請書提出用チェックシート(本シート)

９
申請書の提出前３か月以内の法人市民税の納税証明書の写し　※個人事業主の場合は市民税・県民税（個人）の
納税証明書の写し。

従業員への賃上げ方針を表明したことを証する書面（第７号様式）・直近の決算書等の写し※賃上げ申請事業者の
み

１０
従業員に対し、適切な方法（対象従業員全員へのメール、社内掲示板やポータルサイト等への掲載、書面等での通
知・配布、会議での周知等）で賃上げ方針を表明しているか。

従業員に対する給与支払総額が3.0％以上増加する計画となっているか。

ど
ち
ら
か

８
法人 法人の履歴事項全部証明書の写し（申請書の提出前３箇月以内のもの）。

個人 開業届の写し又は確定申告書の写し　※マイナンバーが記載されている場合、黒塗りとなっているか。

７ 入札（見積り）が行えないことに係る理由書(第１４号様式)※市内中小企業者２者以上から見積を徴取している場合は不要

記載漏れがないか。フリガナがふってあるか。生年月日は和暦で記載しているか。（法人の場合）法人登記簿謄本に
記載の全役員が記入されているか。

各項目に対応した見積書は添付されているか。また、原則として、見積書が有効期限内のものとなっているか。対象
外となる経費（消費税やPC・タブレット等の汎用品等）が含まれていないか。

補助申請額は補助対象経費合計の１／２かつ上限金額以内か。
※賃上げ申請事業者、デジタル人材支育成、特定事業については、補助対象経費合計の２／３以内か。

６ 市内中小企業者であることの誓約書(第１３号様式)※川崎市入札参加資格名簿に記載された事業者から見積りを取
得した場合は不要

役職名及び担当者名、担当者のメールアドレス、日中連絡が取れる連絡先は記載されているか。

事業計画名、事業概要、事業実施により期待される効果（成果目標）について、必要な事項の記入・チェックがつい
ているか。各項目に記載の内容について整合がとれているか。

５

見積書等の写し、導入する補助対象設備等の仕様がわかる資料

見積書は補助対象設備等の種類ごとの見積もりとなっているか。

１件あたり100万円を超える工事請負・物品の購入・業務委託の発注において市内中小企業者２者以上から見積を
徴取等しているか。
※入札（見積り）が行えないことに係る理由書（第１４号様式）がある場合は不要

補助対象経費計算書（補助事業計画書別紙）

記載されている金額は見積書（又は見積書内で対象となる経費）の金額と一致するか。また税抜金額が記載されて
いるか。

＜川崎市中小企業成長環境支援補助金
　申請書提出用チェックシート＞

以下の必要事項を記入し、本チェックシートを申請書に添付して下さい。

補助金交付申請書（第1号様式）

申請書右上の日付（提出日）は記載されているか。

申請者
チェック

Ⅰ必要提出書類について

申
請
時
に
必
要
な
書
類

４

暴力団排除に係る誓約書(第５号様式)

事業者の本社所在地、名称、代表者職・氏名は記載されているか。記載内容が履歴事項全部証明書やその他申請
書類（誓約書等）と同じ内容になっているか。
・個人事業主は住所地を記載
・代表者役職はすべての書類で役職を統一（代表取締役・代表取締役社長等の記載が混在していないか。）

事業実施期間（予定）は、令和９年１月３１日以前の日付となっているか。

事務局の署名のある確認書（第６号様式）を受領しているか

補助申請額は補助下限額以上となっているか。
【事業類型：生産性向上支援、人材確保・定着支援　補助下限額20万円】
【事業類型：リスキリング支援　補助下限額10万円】

２

３

前期の給与支払総額の確認資料（決算書等）が添付されているか。

実施スケジュールは記載されているか。また、交付決定日以前に事業着手していないか。（一部事業を除く）

補助適用区分の該当するものにチェックがついているか。

確認事項

１

補助事業計画書（第２～４号様式）

住所（事業実施場所）は川崎市内となっているか。また、市内に事業所を有して１年以上事業を営む又は募集要領
に記載の対象施設に入居している中小企業者（小規模企業者）であるか。

　申請者の概要

事業者名、法人番号、役職名及び代表者名、住所（本社・事業実施場所）、自社ホームページ、資本金、常時使用す
る従業員数、設立年月（西暦）、主たる業種は記載されているか。主たる事業のうち、業種にチェックがついている
か。


